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下字本調 陰平　53 陽平　51 上声　42 去声　13
上声　42 44一 44一 51一 44一
上字本調
宏声　13 11一 11一 11一 22一
　声調の対応については，魯伯慧著（1983：56，136）に記述があり，北京の陰平と陽平の一部が蘭州で去
声に紺応するのを除いて，両老の声調はほとんど紺応する。
　東郷語が普通話とは明らかに違った方言の形式を借用しているものには，次のようなものがある。
1．普通話で母音で始まる次のような字音がnで始まる。
愛　（ai4）　n（蹉
埃　　　　（ail）　　　　　　　ftαn
恩　（eRl）　Ran
安　（an圭）　nαn
航　　（angl）　　茎la｛〕
眼　（Yan3）　niαn
按　（aR’a）　nαR
熱　（ao2）　聡αU
芽　　（ya2）　　　臓圭α
鞍　（an｝）　nan
鶴　（e2）　　ftO
2．1～nの混岡が見られる。
簸　　（星iang2）　nan
農　（nong2）lug
瞼　（kan3）漁n
暖　（nuan2）圭og
ただし，次のような語の混岡のようすは蘭州方言とは少し異なっていて東郷語は普通話と岡じである。
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東郷語
職an磁IGn
nαggu（1
1ant¢iu
la勾xua
nlant§鯛
王iαndqag
爾面
南瓜
爾球
蘭花
年成
連長
3．劉照雄（1981：12），布和（1985：50，247）に指摘されているように，東郷語の漢語儲用語は臨夏方
言の特微を表していて，普通話のti，　diがtgl，　d誕に対応する。
　東郷語の漢字借用語には蘭州芳言に見られる次のような現象はない。
注
驚1
普通話
zhu3
shul
繭州
pfua
fu
東郷語
dquji
§u
注意
1珊
6）－dαiifnという形式は音節購造に違反している。他の資料でこの形式が見あたらないのでよくわからない。
　sunGu’nadalifn「葱のような」，　t§ur’dKodGiffn「花のような」という例が挙がっている。
　　形容詞についても副動詞と同様に，その直前にアクセンFが来るが，主語になる場合は語末にアクセン
　　トが来る。後ろに短が付く場合も語宋にアクセントが来る。
　　那森伯（1988：97）は堤在時一d4uwo，過去進fvva　－dKuoと区別しているが，他の資料では区測していな
　い。ToAaeBa（1961：44－45）では現在形一d乏vawe，劉照雄（1981：62）では進行体一d4uwo，布和（1985：165
　－166）では一δ4woと分かち書きして過去持続進行，現在持続進行，来来持続進行としている。
　　東郷藷の馬忠山が藷った謎々を東郷語調査グループが精密表記で記録し編集した窪内蕪古大学学報醤学
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　　社会科学蒙古版灘一九八一年第二期72頁の東郷語謎語に見られる一dkuoという表記は，同じ謎々を再録し
　　た『東郷語話語資料』（pp．319－328）でerk　－d4i　w◎と分かち書きされている。
7）陣・伊布拉黒菱（1988：65－75）はp‘，t‘，　k‘，q‘，t§‘については音素として‘を記しているが，これは余剰的
　　なのでできるだけ付いていない阿・伊布拉黒菱（1988：138－156）の例から選んだ。
8）謙和（1985：20）に／圭αuバま開音節でiou，閉音節でioとなると記されているので，　wr　’伊布拉黒麦の分
　　析も一理ある。布和（1985：20）はuαiは第一音節の開音節にしか現れないと述べているが，窪東郷語詞彙』
　　にはdai　axuαi　？　esしい」という第二音節に現れる語が記載されているので事実と矛盾する。
9）耕音の圭anは［iεn］という音価を持っている。［ian～iαn1に相轟する音節はない。
IO）排音では◎はb，　p，　m，　fの後にのみ現れ，　uoはd，　t，　n，圭，　g，　k，　h，　zh，　ch，　sh，　z，　c，　sの後及び音節初頭（実際は
　　WO）にのみ現れる。つまり0とUOは相補分布を成している。　r蒙古語族語言詞典』の表記はこういったバ
　　リエーションを表しているにすぎない。
11）動詞派生接辞が全て三種類の交替形を持つのではない。布和（1985：260－261）に形容詞から動詞を派生す
　　る一saという交替形を持たない接辞の例が挙がっている。
　　　隣・伊布拉黒麦（1988：146）には形容詞から動詞を派生する一la／－lie／－luという三種類の交替形を持つ
　　接尾辞が記されている。これは阿・伊布拉黒麦（1988：145）に記されている名詞から動詞を派生する接尾
　　辞4aみ正oみ1ねとは別のものである。布和は一luを取り上げてはおらず，この両者の区別をしていないe　－lu
　　が付く例として阿・伊布拉黒変が挙げているのはotiaoiu－r年をとる」であり，『東郷語詞彙』でも
　　otpiαulu一であるが，三種類の交替形を持つ例として一三uを挙げるのは不自然である。－Ca／－C（i）o／－Cuとい
　　うタイプはこれ以外にはない。形容詞を動詞化する派生接辞は語彙的に決まっていると考えるべきであり，
　　「年をとる」は特殊な場合である。布和（1985：256）にも一Gana／－Gono／－kulleという不窪然な交替形が
　　認されている。
12）那徳木徳（1988：57）にはtuκgn「鍋」，　suyoヂ盲」と記されているので『東郷語講彙諺と潤様，無声子音
　　＋非円唇狭母音に後続した位置でのみ閉鎖音が現れるものと思われる。
13）劉照雄（1965）では語頭で母音の前にま，wを認めているが，劉照雄（1981）ではjen「タバコ」とjawu－「行
　　く」以外は認めていない。しかし本文（p．14）ではiawu－「行く」となっているという不統一がある。また
　　劉照雄（1965）ではou，劉照雄（1981）では本文でou，語彙リストでouを用いている。さらに
　　ayurn／ayen　r村」のような解釈の違いがある。また蜘dzu芝／iadz｛u「芽」のような違い（臨夏方言／普通話）
　　がある。
14）附・傍布拉黒変（1987：70）ではtungu－Y押す」，　qidKO－　ranて」となっている。
15）清格爾泰（1985）のヂ弱」は清格爾泰（1989）の「ge　」のことである。ここでは清格爾泰（1989）の蓑翼
　　に従う。清格爾泰（1985）では東郷語も扱っているが，清格爾泰（1989）では土族語東溝方言を主として
　　扱っているので東郷語については扱っていない。土族語のナヲンゴル方言に基づいてさらに詳しく分析し
　　たものにHattori（1972）がある。東郷語についても扱っているものに佐藤（1991），フフパートル（1992）
　　があるが，俊藤が扱っているのは語頭のみであり，無声化はpしか扱っていないし，フフバーFルは有声
　　化（軟声化）しか扱っていない。
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